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1 は じめ に

近畿 中国地域では、 これまでに 16地 区で国営 の農地開

発事業 が進め られてお り、その総面積 は予定地 を含める

と1 ．3 万 ヘ ク ター ル に及 ん で い る。 これ に 県 及 び 団体 営

のもの を含 め ると、 当 該地 域 の畑地 総 面 積 14万 ヘ ク ター

ルのほぼ 1 割に達 している（農林水産省中国農筑 19鮒）。

これ らの開発農地では、大量 の切土 、盛土を伴 う改良山

成畑工 による造成 が大半を占め、未熟下層土 の露出 と表

土へ の混 入 が避 け られ な い状 況 とな って い る。 これ ら造

成畑 の未熟土壌 は理化学性 が劣悪で、養水分 の保持力が

低く、受食性が高い。特 に、当地域 に広 く分布す る花 崗

岩風化物に由来す る「マサ土」は造成畑の代表的な もの

であ り、造成 直後の畑面や法面では植被の発達が遅 い。

また、降場は一般に大型機械で管理す るため、閲区の面

積は 広 く、 しか も単一 な作 物 が長 い 畦 で栽 培 され る こ と

が多い。大型機槻は踏圧に よる耕盤層の形成を、また、

大区画圃場の長い畦は表面流去水の集中などを伴い易 く、

これ らは い づれ も降雨 に よ る侵 食 を促 す要 因 とな って い

る。

この よ うな造成 畑 で は、迅 速 な熟 畑化 を図 る と同時 に 、

水食を主 とす る侵食の防止が重要であ り、営農 の現掛 こ

導入 し うる技 術 開発 が早 急 に な され る必 要 が あ る。 そ の

ため、 中国農試総合研究第 2 チームでは、 1963年 よ り造

成地土額 の侵食 を防止 し、迅速な熟化 を図る手段の一つ

として 、 熱 帯 マ メ科緑 肥 作 物 の 導入 と利用 を取 り上 げ 、

また、有効な土壌保全対策 として在来草種 の利用方策 に

ついて 検 討 を加 えて きた。 こ こでは 、 後者 の結 果 に つ い

て概要 を紹介する。

2 ．法面・ 畑面保全のための在来革種の利用

草生 地 の法 面保 護 に は ケ ソ タ ッキー 3 1 フェ ス ク （ トー

ルフ ェ ス ク ） 、 ク リー ピ ソ グ レ ッ ドフ ェ ス クや ウ イ ー ピ

ソ グ ラブ グ ラ スな ど外 来草 種 が倉 田 （19 7 9） に よ り導 入

され 、以 来 広 く利 用 され て きた。 また 、倉 田は保 全 用 の

草種 と L て 、 チ カ ラ シ バ 、 オ ヒ シ バ 、 カ ラ ス ノ エ ソ ド ゥ

など多数 の在来 草 種 を紹 介 してい る。秋 山 と土居 （1988）

は、 マ サ土 の法 面 保 全 で は ク ロマ ツ、 ヒメ ヤ シ ャブ シ、

ヤマ ハ ギ、 シバ な どが適 合 す る植 物 で あ る と した 。板 木

（1988）は養分の乏 しいマ サ土法面の保護に外来 草の混

播で緑化を施 した場 合には、年次の経過 とともに草種 の

単一化 と衰退 が進行 して、 2 次的に周辺か ら在来 の植物

が侵 入 す る ことか ら、 2 次植 生 の早 期 安 定 化 を図 る ため

に、 在 来 草種 で あ る チ ガヤ に 注 目 して、 種 子 の発 芽 率 、

播種深度 と発芽の関係及び株 分け繁殖 の苗質につ いて検

討した。

余田 ら（1990） は1982 年路 傍のイネ科在来植物 に注 目

し、 チ カ ラ シバ 、 カ ゼ クサ の植 生帯 を畑面 あ るい は 法 面

最上部 に苗移植法で造成 し、その生存能力について、外

来種 で あ る ウ イ ー ピ ソ グ ラ ブ グ ラ ス 、 メ リ ケ ソカ ル カ ヤ

など と の比 較試 験 を行 った。 この試 験 に よれ ば 、 カゼ ク

サは殆 ど 3 年 で消 失 し、 メ リケ ソ カル カ ヤ は年 々 衰 退 し

6 年 員 に は殆 ど消 失 した。 そ して、 6 年以 上 残 存 して い

たのは ラ ブ グ ラス とチ カ ラ シ バ だけ で あ った 。煩 斜 5 度

の露場において、 5 m 間隔で等高線に沿って甫移植 によっ
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て造 成 した植 生 帯 を 7 年 後 に調 査 した と ころ 、 ラ ブ グラ

ス、 チ カ ラ シバ と も植 生帯 の 上 方部 に士族 が堆 積 し、株

も徐 々 に上部 方 向 に発達 して 、 圃場 は傾 斜 2 度 の テ ラス

状の もの とな ってい た （囲 － 1 ）。
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図 － 1 植生帯の造成によって畑面の傾斜角虔が緩和 さ

れた事例 （余田ら，199 0）

これ ら植 物 の 板 の形 状 は 、 ラブ グ ラス が短 く挽 く分 布 す

るの に対 し、 チ カ ラ シバ の板 は長 く深 く分 布 して いた 。

な お 、 ラ ブ グ ラス と チカ ラシバ は 、 その 後 、株 分 け し

て植 え替 えを行ったが、 11年経過後 も健在で あった。特

にチ カ ラシバ は 閲区 の 仕切 と して 圃場 か らの 土壌 流 出の

防止、あるいは承排水路への土砂流入防止用の植生帯 と

して極めて効果的な役割 を果た していた （写真 1 、 2 ） 。

写真 l 畑面におけるチカラシバの植生帯

写真 2 法面におけるチ カラシバの植生帯

3 ．在来植物（草種、野草）の生育特性

筆 者 らは、 造成 農 地 な どの 保 全植 生 と して 、 これ まで

にチ カ ラ シ バ 、 カ ゼ ク サ 、 トダ シ バ 、 ネ ズ ミ ノ オ な ど を

比較的有望 な草種 と考 え、 これ らの生育特性や現場 への

定着性について検討 を進めて きた。

余 田 と鈴 木 （199 1） は、 これ らの草 種 に つ い て 、法 面

保護 な どに広 く利 用 され て い る トー ル フ ェス クを対 照 と

して 、 ア レロパ シ ー の研 究 分 野 で用 い られ る置換 栽 培 法

（D ek ker et al．，1983）を適用し、草種の組み合わせ条

件下 に お け る生 育特 性 を ポ ッ トを用 いて 、 帯移 植 に よ り

検討 した （図一 2 ）。 この結果、地上部の生育が安定す

る組 み 合 わせ は 、 チ カ ラ シ′くとネ ズ ミノオ 、 次 い で チカ

ラシバ と トダ シバで 、 そ の 混 植比 は いず れ もチ カ ラ シバ

5 0％ 以下の場合が優れていた。 しか し、板系の発達 につ

いて は逆 にチ カ ラ シバ と トダ シバ、 次 い で チ カ ラシバ と

ネズ ミノオ との組 み 合 わ せ が 優 れ 、そ の 混植 比 もチ カ ラ

シバ の割 合 が 多 い方 が優 れ て い た。 また 、在 来種 と トー

ルフ ェス ク との組 み 合 わ せ で は 、 いず れ も在 来 種 が優 勢

とな り、 その生 育 は在 来 種 間 の組 み合 わ せ よ りも劣 った 。

この実 験 結果 か ら、 チ カ ラ シバや ネ ズ ミ ノオ な どは 単

独で も効 果 は 高 い が、 適 当 な組 み合 わ せ に よ りさ ら に効

果的 な植生帯の造成が可能なことが示唆 された。例 えば、

チカ ラシバ と トダ シバ の混 植 で は、 地 上部 と扱 が と もに

強靭 な チカ ラ シバ と根 茎 か ら硬 質 な芽 生 を 多数 発 生 し、
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図－ 2 混植比が在来革種の生育 に及ぼす影響 （余田と
鈴木，1991）
（表 示 は 8 個 体 当 りの乾 物重 。 縦 ×横 ×深 さ＝

4 3 cm x 3 2 cm x 2 1 c m の コ ソ テ ナ に 1 0 ．5 c皿 × 8 c皿の

栽植密度で草丈 5 c皿の苗 16個 体 を 4 個体 × 4 列 ，

無肥 で移植）

株が強 固 な トダ シバ の特 性 とが結 合 され るた め 、 この よ

うな組み合わせで植生帯 を作れば土壌流 出防止効果 が高

ま る こ と も期 待 さ れ よ う。

しか し、以上の結果 は水分条件が好適 に保たれ る場合

（十 分 に渾 水 した ポ ッ ト試 験 ）で の もの で あ った。 そ こ

で、 現 場 で の定 着 能 力 を明 らか にす るた め に、 199 1年 に

吉村 ら（1992）はマサ士道成畑 （中国農試天神圃場）に

チカ ラ シ バ 、 ネ ズ ミ ノ オ 、 カ ゼ ク サ お よ び ト ダ シ バ を 播

種および苗移植による植生帯の造成 を試 みた。その結果、

生育 の 優劣 は チカ ラシバ ＞ ネ ズ ミノオ ＝ カゼ クサ ≫ トダ

シバ の 順 と な った。 また 、 これ らを 混植 した場 合 に はチ

カラ シバ が圧 倒 的 に優 位 とな った 。特 に初 期 生 育 の遅 い

トダシバは梅雨期 以降降雨が少な く、土壌が乾燥 したた

め生 育 も抑 制 され た と推定 された 。

この よ うに トダシ バが土 襲 の乾燥 に対 し比較 的 弱 い こ

とは、保水力の小 さい未熟土壌で速 やかに植生帯の形成

を図 る上 で 大 きな欠 点 と考 え られ る。 これ は圃 場 試験 の

結果 が ポ ッ ト試験 結 果 と一 致 しな か った例 と な った が、

このよ うな現象は土壌水分 を左右す る気象条件が地域や

年次 に よ り異 な るた め 、現 地 へ の導 入 に際 して しば しば

起こ り う る こ と と 思 わ れ る 。

また、余田 と鈴木 （1991） は同一の在来植物 （草種、

野草 ） で も採 取 場 所 が異 な れ ば生 育 特 性 も異 な る ことが

ある こ とを見 いだ して お り、 在来 種 を用 い る場 合 の留 意

点と して 認識 して お く必 要 が あ ろ う。

4 ．利用上の問題点

以 上 明 らか な よ うに、 チ カ ラ シバ や ネ ズ ミノオ は特 に

注目 され る草 種 で あ る。 しか し、 チ カ ラ シバ は 草 地 な ど

永年性作物 を栽培する場では強害雑 草と して扱 われてい

る （林 と沢村 ， 1989） 。 また 、成 熟 した 種 子 に は 剛毛 が

あ り、 衣服 に付 着 し易い た め 農作 業 に支 障 を きた す な ど

の欠点 を有 して い る （吉村 ら，19 9 2）。 林 と沢村 （19 8 9）

は、 出穂期 に 5 ～ 6 cm の高 さで刈払 えばほぼ全ての生

長点 を 除 去 で き る と した 。 吉 村 ら （ 19 9 2） も、 刈 り取 り

後の 保 全効 果 を考慮 して 刈 り取 り高 さ につ いて検 討 した

と こ ろ、 出穂 期 に おけ る15 c m 程 度 の 高刈 りで も種 子 生

産の 防 止効 果 が高 い こ とを 見 い だ した。 また 、 中 国農 業

試験場での長年にわたる試用 実績 から、畑地に造成 した

チ カ ラ シバ の植 生帯 は、 そ の 周 囲 の耕 転 を続 け て いれ は

圃場 内 で の雑 草 化 は全 く問題 とな らな い こ とが確 認 され

た。

この よ うに、 チ カ ラ シバ は 両 刃 の剣 の よ うな面 を有 す

る草種であるが、生育特性を踏まえた管理 をすれば、極

めて 強靭 で侵 食 防止 に有効 な植 生 帯 と して 利用 で きる と

言え よ う。 吉 村 ら （1 9 9 2 ） は ウ ィ ー ビ ン グ ラ ブ グ ラ ス に

みられ るよ うに、冬 期 の地 上 部 の枯 れ上 が りが野 火 を誘

発す る危険 性 のあ る こ とか ら、地 際 に青 い 部分 を残 す ネ

ズ ミノオ よ うな特 性 も大 切 に す る必 要性 を指摘 して お り、

今後の草種選定基準 の一つの要素 と して考 える必要 があ

ろ う 。

5 一今後の課題

在来植物 （草種、野草） を保全 に役立て るために、農

地内外 に導 入 す る に際 し、以 下 の諸 点 に 留 意 して 検 討 し

てきた。 す な わ ち、

①四季 を通 して高 い土壌 保 全 効 果 を有 す る こと

②現場への定着性が容易で定着後の持続 力があること

③形成 された植生帯の維持・管理作業が容易なこと

④隣 接 圃 場 へ 侵入 、 雑草 化 しない こ と

⑤植 生 が 病 害 虫の 発 生 、越 冬 な どの 場 とな らな い こ と

⑥種 子 の 入 手 、調 整 、保 存 が 容 易 な こと 、 な どで あ る。

これ まで述 べて きた よ うに、 チ カ ラシ バ は これ らの 多

くの問 題 点 を乗 り越 え る草 種 で あ る とい え る。 不 稔 系統

種の発見・利用、土壌や気象条件 に適合す る革種 の組 み

合わ せ の検 討 も今後 の課 題 で あ る。

また、本研究で扱 った草種は郷土種 のご く一部 にすぎ

ない 。 今後 さ らに望 ま しい 特 性 を持 った 草 種 の探 索 も必

要であ る し、初期 生育 の旺 盛 な外 来種 との連携 で、 スムー

ズな植 生 遷 移 が 行 われ る よ うな手 法 の開 発 も行 わ れ る必

要が あ ろ う。

農耕地 の土壌侵食防止対策 については、今後、地形、
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気象、土壌 、耕作な どのさまざまな条件に対応可能な、

具体的で農家 が使いやす い対策技術 のマニ ュアル を整え

る必 要 が あ ろ う。
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